国際アジア共同体学会創設記念農業シンポジウム
「農が拓く東アジア共同体」

いま農政改革と東アジア経済統合とが、２１世紀日本の最大政策課題のひとつとして浮上しています。いったい日本農業の再生は、アジア農業の展開とどう結び合い、東アジア共同体の制度設計にどうつなげていくべきなのか。
私たち国際アジア共同体学会は、昨年１２月設立発会後、志を同じくする研究者、実務家とともに、上記の政策課題に応えるべく、書肆の協力を得て『農が拓く東アジア共同体』の編集を進めてきました。この度、同書の刊行を機に下記の要領で学会創設記念シンポジウムを開催します。ふるって御参集下さいますよう御案内申し上げます。

　　
主催；国際アジア共同体学会
共催；日本農業経済学会、日本国際地域開発学会

日時；２００７年１１月２日(金曜日)、午後１時半～５時
会場；東京大学小柴ホール（本郷キャンパス、理学部１号館中央棟２階）

総合司会、山本裕美（京大経済学部教授、上海センター長）
主催者報告「編集を終えて；農業問題を再考する」（１：３０～１：５０）
豊田隆（東京農工大学大学院教授）
鈴木宣弘（東大大学院農学生命科学研究科教授）

基調講演（１：５０～２：１０）
原洋之介（政策研究大学院大学教授）「東アジアの中で農業を考える」

特別挨拶（２：１０～２：２０）
柿沢弘治（元外相、学会顧問）「日本農業の生きる道」

パネルディスカッション（２：２０～４：１５）
司会、服部信司（東洋大学経済学部長）、山本裕美（京大）

報告者＆パネリスト
大西康雄（アジア経済研究所）、清水徹朗（農林中金総合研究所）、池上彰英（明治大学農学部）、大庭三枝（東京理科大学工学部）、藤田泉（広島県立大学農学部）、小泉達治（農林水産政策研究所）、佐藤宣子（九州大学農学部）

司会、フロアとの質疑（４：１５～４：４５）
農政の現場からコメント；青山浩子（農政ジャーナリスト）

総括挨拶、進藤栄一（国際アジア共同体学会代表）

資料代：５００円
懇親会（５：００～６：３０）；会場、小柴ホール・ロビー
共催・関連団体代表の挨拶
